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＼龍が地域の環となり、人々を乗せ交流を促すことをイメージ／ 

保健福祉棟３階・多世代交流センター「RINK
リ ン ク

」のロゴマークが決定 
  

龍ケ崎市では、令和7年4月オープン予定の龍ケ崎市役所保健福祉棟3階に設置する多世代交

流センター「ＲＩＮＫ」のロゴマークを決定しましたので、お知らせします。 

「RINK」の管理運営を行う指定管理者である、アクティオ株式会社（本社：東京都目黒区）から、

「愛称に加え、施設のロゴマークを制作することで、より多くの方に施設を認知されるのではないか」

との提案を受け、本市がこれを了承し、ロゴマークの制作に至ったものです。 

同社から提案された複数のデザインの中から施設のコンセプト、愛称に込められた想い、将来

像、地域性等を踏まえ、ロゴマークを決定しました。今後、決定したロゴマークは施設に掲出するサ

イン、リーフレット、ホームページ等で施設のアイコンとして使用していきます。 

このたび決定したロゴマークと愛称「RINK」をきっかけに、子どもから高齢者まで幅広い世代の

皆さまが気軽に集い、健康・子育て・高齢者福祉への関心を高め、さらには世代間交流を通じて、住

みたい・住み続けたいと思えるまちを目指してまいります。 

 

■ 施設概要と愛称「ＲＩＮＫ」の決定経緯 

こどもから高齢者まで、全ての市民が健康で安心して暮らし続け

るための総合的な支援拠点として、龍ケ崎市役所保健福祉棟（3階

建て）が令和7年4月オープンします。施設の１階は健康・子育て・福

祉に関する窓口、２階は主に健康診断を行う場所、3階には施設の

コンセプトである「健康・子育て・高齢福祉・市民交流」の４つの機能

をつなげるために「多世代交流センター」を設置。  

「多世代交流センター」の愛称は、市内外から応募いただいた

561点の中から選定し、令和６年１０月に「RINK」に決定しました。 
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